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投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般

印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中

に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
な word 等で作成してください。その際本文はＡ4 判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。

また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。

投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。

英文特集のお知らせ
繊維学会誌「繊維と工業」では学会創立 70 周年記念事業の一環として本号を記念特集号として特別な誌面で構
成しております。本号は ISF2014 開催に合わせて発刊され、「報文」では本号を英文特集とさせていただきまし
た。このため 8 月号以降で一部受理日と掲載順が一致しないケースが生じておりますが、何卒ご理解をいただき
ますようお願い申し上げます。

なお、この期間に限らず著者の方からのご依頼があれば「受理証明書」の発行や知的所有権への配慮など柔軟
に対応させていただきますので、ご希望の際は事務局または編集委員長宛てご連絡をお願いいたします。
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繊維学会創立70周年記念事業
International Symposium on Fiber Science and Technology 2014（ISF2014）

繊維の科学と技術に関する国際シンポジウム2014

一般社団法人繊維学会では、創立 70 周年記念事業の一環として、国際シンポジウムを開催します。繊維の科学と技術に

関する研究は、繊維やテキスタイルの基礎研究のみならず、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー、インフォメーション

テクノロジーをはじめとする境界領域研究と深い関わりを持ちながら、急速に発展しております。本シンポジウムは、最新

の研究成果を発表し、情報の交換を行う場として、世界 29 カ国・地域から約 500 件の講演・発表を集めて開催されます。

日本のなかで繊維産業の規模は縮小傾向にあるとはいえ、この分野の日本の高い技術力、研究開発能力は世界が認めるとこ

ろであり、本国際シンポジウムが世界から大きな注目を集めることに疑問の余地はありません。現在の日本の立ち位置を確

認し、将来のさらなる発展に向けた方向性を見出すためにも、また、世界に向けて日本の実力を発信するためにも、ISF2014

の開催は極めて意義深いものと考えられます。

開催地として東京都有明にあるビッグサイト東京ファッションタウンホールを選びました。日本の中心東京で発展を続け

る臨海都市での開催も、特に海外からの参加者にとって魅力あるものに違いありません。皆様の積極的なご参加をお願い申

し上げます。

主 催：一般社団法人 繊維学会

共 催：日本化学繊維協会

協 賛：日本繊維機械学会、日本繊維製品消費科学会

後 援：経済産業省

日 時：平成 26 年 9 月 28 日㈰～10 月 1 日㈬

会 場：ビッグサイト東京ファッションタウン（TFT）ホール

http : //www.tokyo-bigsight.co.jp/tft/index.html

〒135－8071 東京都江東区有明 3－6－11

〈交通〉りんかい線国際展示場駅下車徒歩約 5 分

ゆりかもめ国際展示場正門駅下車徒歩約 1 分

研究発表：平成 26 年 9 月 29 日㈪～10 月 1 日㈬ HALL1000（基調講演）、A~H 会場（口頭）、HALL500（ポスター）

一般セッション

G1 Fibers and Polymer Materials

G2 Fiber and Textile Processing

G3 Dyeing, Finishing, Coating and Laminating

G4 Textile Science and Engineering

G5 Fashion and Clothing Science

特別セッション

S1 Advanced Fiber Material Symposium（日本化学繊維協会主催、同時通訳付き）

※別途公式ページ（http : //webexpo.jcfa.gr.jp/jp/symposium/index.html）から参加登録が必要です。

S2 Symposium on Dyeing and Finishing of Textiles

S3 Flow & Deformation Induced Polymer Crystallization

S4 Smart Textiles / Nanofibers

S5 Bio-Based and Biomedical Materials

S6 Composites and Industrial Textiles

S7 International Conference on Advanced Fiber/Textile Materials

S8 Functional Textiles

S9 Neo Fiber Technology

使用言語：英語
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ウェルカムレセプション：9 月 28 日㈰

ワインパーティー：9 月 29 日㈪

ポスター発表と同時に開催します。

バンケット：9 月 30 日㈫ 18 : 30～20 : 30 TOC 有明

ポスター賞の表彰を行います。

プログラム：公式ホームページ（http : //www.procomu.jp/isf2014/ScientificProgram.html）にてご確認ください。

参加登録の方法：シンポジウムへの参加およびバンケットへの参加は、公式ホームページからの登録を原則とします。

〈申込要領〉

公式ホームページ（http : //www.procomu.jp/isf2014/RegistrationInformation.html）からお申し込みください。参加登録

料等のお支払いには原則として Paypal（https : //www.paypal.jp/jp/contents/start/about/）による決済サービスを利用し

て頂きます。

〈参加登録料〉一般 60,000 円、学生 25,000 円

〈バンケット代〉8,000 円

（注）1. 参加登録料には、シンポジウムプログラム 1 冊と予稿集 USB1 個が含まれます。

2. 予稿集の事前送付はいたしませんのでご了承ください。

3. バンケットのみに参加される方は、バンケット代のみお支払いください。

4. S1 セッションへ参加される場合は公式ページ

（http : //webexpo.jcfa.gr.jp/jp/symposium/index.html）から参加登録を行ってください。

問合せ先：ご不明の点は、ISF2014 事務局へお問い合わせください。

ISF2014 事務局

E-mail : isf2014@fiber.or.jp

担当：松本 英俊（東京工業大学）

山本 恵美（繊維学会事務局）

〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人 繊維学会内

その他：不測の事態（インフルエンザ流行等）が生じた場合は公式ホームページ上で告知することをご承知おきください。

ISF2014 実行委員会：

実行委員長：鞠谷雄士（東工大）

副実行委員長：木村邦生（岡山大）

Secretary General：松本英俊（東工大）

実行委員：磯貝明（東大）、金谷利治（京大）、濱田州博（信州大学）、鋤柄佐千子（京都工繊大）、鬘谷要（和洋女大）、伊藤浩志

（山形大）、杉本昌隆（山形大）、河原豊（群馬大）、国岡正雄（産総研）、岩田忠久（東大）、塩谷正俊（東工大）、淺井茂雄

（東工大）、森川淳子（東工大）、斎藤拓（農工大）、荻野賢司（農工大）、鮑力民（信州大）、木村睦（信州大）、金翼水

（信州大）、大川浩作（信州大）、大越豊（信州大）、田上秀一（福井大）、中根幸治（福井大）、久田研次（福井大）、澤渡千枝

（静岡大）、土田亮（岐阜大）、武野明義（岐阜大）、仲井朝美（岐阜大）、西田幸次（京大）、辻井敬亘（京大）、奥林里子

（京都工繊大）、横山敦士（京都工繊大）、山根秀樹（京都工繊大）、櫻井伸一（京都工繊大）、小滝雅也（京都工繊大）、

青木隆史（京都工繊大）、山岡哲二（国立循環器病センター）、井上真理（神戸大）、内田哲也（岡山大）、比嘉充（山

口大）、田中敬二（九州大）、北岡卓也（九州大）、村瀬浩貴（東洋紡）、石丸園子（東洋紡）、福井実（旭化成せんい）、

前田裕平（東レ）、山田秀夫（帝人）、山田博夫（ユニチカ）、林英男（クラレ）、大松沢明宏（日本化学繊維協会）、

木村照夫（一般社団法人日本繊維機械学会）、平田耕造（一般社団法人日本繊維製品消費科学会）、伊藤瑞香（和洋

女大）、大坂昇（岡山理科大）、齋藤継之（東京大）、佐藤真理子（文化学園大）、敷中一洋（農工大）、宝田亘（東工大）、

田中学（首都大）戸木田雅利（東工大）、富永洋一（農工大）、中澤靖元（農工大）、長嶋直子（和洋女大）、花田朋美（東

京家政学院大）、道信剛志（東工大）、野々村弘人（繊維学会事務局）、山本恵美（繊維学会事務局）
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※午前の部、午後の部とも、日英同時通訳付
問合せ先：
日本化学繊維協会技術グループ 大松沢明宏
E-mail oomatsuzawa@jcfa.gr.jp

第2回先端繊維素材シンポジウム
～未来を創る先端繊維のチカラ～

主 催：日本化学繊維協会
共 催：一般社団法人 繊維学会
特別協賛：カケンテストセンター
協 賛：帝人、東レ、クラレ、東洋紡、旭化成、ユニチカ、三菱レイヨン、セーレン、ダイワボウ、オーミケンシ、カネカ
後 援：経済産業省、日本繊維機械学会、日本繊維製品消費科学会
日 時：平成 26 年 10 月 1 日㈬ 9 : 20～16 : 30
場 所：ビッグサイト東京ファッションタウン（TFT）西館ホール 1000

http : //www.tokyo-bigsight.co.jp/tft/index.html
〒135－8071 東京都江東区有明 3－6－11
〈交通〉りんかい線国際展示場駅下車徒歩約 5 分

ゆりかもめ国際展示場正門駅下車徒歩約 1 分
テーマ：2020 年の東京オリンピックに向けて、インフラ問題への対応・新技術が進展、スポーツ用途を中心とする高機

能繊維製品の開発進展が期待される中、今回は、「安全・安心」（インフラ整備、スポーツ、ヘルスケア）をテーマ
として開催します。

参加登録：本シンポジウムは事前登録制（無料）です。登録は下記 URL から行ってください。国際シンポジウム ISF2014
に参加登録されている方で聴講希望の方も登録をお願いします。
http : //webexpo.jcfa.gr.jp/jp/symposium/in

その他：WEB 展示会も同時に開催されます。詳細は下記 URL をご覧ください。
http : //webexpo.jcfa.gr.jp/

プログラム：

〈午前の部〉
時 間 内 容 登壇者

9：20～9：30 開会挨拶
来賓挨拶

越智 仁氏（日本化学繊維協会会長）
寺村英信氏（経済産業省製造産業局繊維課長）

Ⅰ．基調講演（海外からの特別招待講演）

9：30～10：10 ①「Process development and engineering for
high strength cellulose aerogel filaments」

Thomas GRIES 氏（アーヘン工科大学教授、アーヘン
テキスタイル研究所所長（独））

10：10～10：50 ②「Next Generation Fibers」 Satish KUMAR 氏（ジョージア工科大学教授（米））
10：50～11：00 （休憩）
11：00～11：20 ③「Future Vision of Advanced Fibers」 Thomas STROBEL 氏（FENWIS GmbH（独））

11：20～11：40 ④「Textiles in Building : Development and
Progress」

Pascal RUMEAU 氏（IFTH（Institut Français du
textile et de l’habillement）（仏））

11：40～12：00 ⑤「Development and Progress in Health Care」 Stephan VERIN 氏（Up-Tex（仏））
〈午後の部〉

時 間 内 容 登壇者
13：00～13：30 Ⅱ．基調講演「宇宙開発と先端繊維」 山崎直子氏（宇宙飛行士）
13：30～14：30 Ⅲ．プレゼンテーション（先端繊維素材への期待）

（20 分） ①「スポーツ科学の視点から先端繊維への
期待」

髙木英樹氏（筑波大学大学院人間総合科学研究科体育
科学専攻 教授）

（20 分） ②「インフラ整備分野からの先端繊維への
期待」 岩永克也氏（西松建設㈱執行役員 技術研究所長）

（20 分） ③「先端繊維素材の安全・安心分野での展
開」 細川 宏氏（三菱レイヨン㈱大竹研究所 主幹研究員）

14：30～15：50
Ⅳ．パネルディスカッション
「先端繊維素材による、安全・安心で活力
ある未来の創造」

コーディネーター：
鞠谷雄士氏（一般社団法人 繊維学会会長（東京工業
大学大学院理工学研究科 教授））

パネラー：（計 7 名）
寺村英信氏（経済産業省製造産業局繊維課長）、及び
「Ⅰ」「Ⅲ」のプレゼンテーターから 6 名

15：50～16：00 閉会挨拶 上田英志氏（日本化学繊維協会副会長）
16：00～16：30 名刺交換会（場所：先端繊維素材展示会・各社ブース）
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